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小石が落ちる

木が倒れる

ひびわれが入る

頭部のひびわれ

わき水の量
が増える

ひびわれが
大きくなる

小石が
バラバラ落ちる

わき水が止まる
（あるいは噴きだす）

根の切れる
音がする

木が傾いたり
倒れる

がけ崩れ発生
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ゴー！

ドーン！

・異常な山鳴り  ・地鳴りがする
・山の樹木がザワザワと騒ぐ
・山の裂ける音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

川の水位が急に下がる

急に水が濁る
流木が混じる

チョロチョロ

土石流発生
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ザワザワ
池が濁る

斜面にひびわれ
ひびわれ・段差ができる

川が濁る

家が傾く
水が噴出する

木の騒ぐ音・
裂ける音がする

道路などに
ひびわれ

道路などに
ひびわれ

地すべり発生

●キキクル（気象庁：危険度分布）・・・・ https://www.jma.go.jp/bosai/risk/
●防災・減災さが・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ https://www.pref.saga.lg.jp/bousai/default.html

土石流・がけ崩れなどの土砂災害が発生した場合に、住民等の生命
又は身体に危害が生じるおそれがあると認められる区域

土石流・がけ崩れなどの土砂災害が発生した場合に、建築物に損壊
が生じ、住民等の生命又は身体に著しい危害が生じるおそれがある
と認められる区域

土砂災害警戒情報が発表されていなくても、普段と異なる状況「土砂災害の前兆」に気づいた場合には、直ちに周りの人と安全な場所へ
避難しましょう。また、日頃から危険箇所や避難所・緊急避難場所・避難経路を確認しておくことも重要です。

「土砂災害警戒情報」とは、 大雨による土砂災害発生の危険度が高まった
ときに、町役場が避難指示などを発令する際の判断や、住民のみなさんの
自主避難の参考となるよう、県と気象庁が共同で発表する防災情報です。

※上記は一般的な前兆現象です。すべての場合において必ず起きるというものではありません。普段と違い、少しでも身に危険を感じたら避難するようにしましょう。

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱
め、雨や地震などの影響によって急激に斜
面が崩れ落ちることをいいます。がけ崩れ
は突然起きるため、人家の近くで起きると
逃げ遅れる人も多く、被害者の割合も高く
なっています。

がけ崩れ

山腹・川底の石や土砂が長雨や集中豪雨な
どによって一気に下流へと押し流される
ことをいいます。その流れの速さは規模に
よって異なりますが、時速20～40kmと
いう速度で一瞬のうちに人家や畑などを
壊滅させてしまいます。

土石流

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響
と重力によってゆっくりと斜面下方に移
動する現象のことをいいます。一般的に移
動土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼ
します。また一旦動き出すと、これを完全
に停止させることは非常に困難です。

地すべり

土砂災害警戒区域（通称：イエローゾーン）

土砂災害特別警戒区域（通称：レッドゾーン）

土砂災害の種類と前兆現象

土砂災害から身を守るために

「土砂災害警戒情報」が発表された時は、「いつ土砂災害が起きてもおかし
くない」という非常に危険な状態です。情報は、市町村単位で発表されま
すので、住民のみなさんの自主避難の判断に活用できます。

土砂災害警戒情報が発表されたら土砂災害警戒情報とは

土砂災害から避難するためには、
事前に防災マップを使って危険
箇所を確認しておきましょう。

土砂災害警戒区域　　　　　　　 ・土砂災害特別警戒区域　　　　　　 について イエローゾーン レッドゾーン

まずは事前の確認！

関連Webサイト

土砂災害の危険を感じたら、近所に声かけして、
できるだけ早めに避難しましょう。
避難が難しい場合は、家の中のより安全な場所
（がけと反対側の２階の部屋等）に避難しましょう。

早めに避難！
早めに
避難

土砂災害土砂災害


